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「考え、議論する道徳」への質的転換



「考え、議論する道徳」への質的転換

これまでの道徳の時間の授業の課題

○ 読み物教材の登場人物の心情理解のみに終始する指導
→道徳的価値を他人事として捉え考えるような授業

このとき、主人公はどんな気持ちだったと思
いますか？

教科書に～～書かれているから、
○○な気持ちだと思います。同じです。



これまでの道徳の時間の授業の課題

○ 望ましいと思われることや決まりきったことを言わせたり、
書かせたりすることのみに終始する指導
→特定の価値観を押し付けるような授業

どのように行動したらよかったと思いますか？

～～は大切なので、○○すべきだったと思います。同じです。

「考え、議論する道徳」への質的転換



「考え、議論する道徳」への質的転換

○ 読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習
→自分との関わりで考えを深めるような授業

主人公と同じ状
況だったら、
どんな気持ちになり
ますか？

あなたが主人公の
立場だったら、
どのように考えると
思いますか？

自分だったら、○○
な気持ちになります。
だって…

自分だったら、
○○のように考え
ると思います。理
由は…

これからの道徳科の授業



「考え、議論する道徳」への質的転換

○ 他者と対話したり協働したりする学習
→物事を多面的・多角的に考えるような授業

これからの道徳科の授業

ルールを守るのが大切なのは
分かるけど、○○できないことも
あると思います。

例えば△△な状況だったら、
ルールを守ることができるかな。

ルールを守ることは大
切だから、○○すべき
だと思います。

自分だったら…



これからの道徳科の授業

道徳的諸価値についての理解を基に、
答えが一つではない道徳的な課題を
子ども一人一人が自分自身の問題と捉え、
向き合う「考え、議論する道徳」への質的転換

「考え、議論する道徳」への質的転換



【発問の工夫】
○ 考える必然性や切実感のある発問
○ 自由な思考を促す発問
○ 物事を多面的・多角的に考える発問 など

「考え、議論する道徳」への質的転換

・「自分ならどうするか」という観点から道徳的価値と向き合う
とともに、自分とは異なる意見をもつ他者と議論することを通
して、道徳的価値を多面的・多角的に考える。
・他者との合意形成や具体的な解決策を得ること自体が目
的ではなく、多面的・多角的な思考を通じて、道徳的価値
の理解を自分自身との関わりの中で深める。



「考え、議論する道徳」への質的転換

教材の登場人物の判断と心情を自分との関わりにおいて
多面的・多角的に考えることを通し、道徳的価値の理解
を深める学習

多様な指導方法の工夫
読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習

子どもたちの考えの根拠を問う発問や、問題場面を自分
に当てはめて考えてみることを促す発問などを通じて、問題
場面における道徳的価値の意味を考えさせる学習

問題解決的な学習



これらは多様な指導方法の一例であり、それぞれが
独立した指導の「型」を示しているわけではありません。
道徳科における具体的な学習指導過程は限りなく
存在し得るものです。

「考え、議論する道徳」への質的転換

道徳的行為に関する体験的な学習
疑似体験的な活動（役割演技など）を通して、実際の
問題場面を実感を伴って理解することで、様々な問題や
課題を主体的に解決するために必要な資質・能力を養う
学習

多様な指導方法の工夫



道徳科の授業づくり



教師が、ねらいとする道徳的価値に
ついて、どのような指導が必要だと考
えているかを明らかにします。

ねらいとする道徳的価値について、日
常の道徳教育でどのように指導し、そ
の結果、子どもたちにどのようなよさや
課題が見られるかを明らかにし、本時
で特に考えを深めさせたいことを明確
にします。

授業者の意図、子どもの実態を基に、
発問の仕方など教材の活用の仕方を
明らかにします。

授業者の意図

子どもの実態

教材の活用

道徳科の授業づくり

指
導
の
明
確
な
意
図



授業者の意図

子どもの実態

教材の活用

道徳科の授業づくり



導入

展開

終末

自己を見つめる動機付け

自己を見つめる

今後の発展につなぐ

・本時の主題に関わる問題意識をもたせる
・教材の内容に興味や関心もたせる
など

・物事を多面的・多角的に考える
・自分との関わりで道徳的価値を理解する
など

・考えたことや新たに分かったことを確かめる
・更に深く心にとどめる
・これからへの思いや課題について考える
など

【学習指導過程】
指
導
の
明
確
な
意
図

道徳科の授業づくり



道徳科の授業で大切にしたいこと



一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させて
いるかどうか

・道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠やそのときの
心情を様々な視点から捉え考えようとしている
・自分と違う立場や感じ方、考え方を理解しようとしている
・複数の道徳的価値の対立が生じる場面において取り得る
行動を多面的・多角的に考えようとしている

道徳科の授業で大切にしたいこと
【道徳科の評価】



道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めている
かどうか

・読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え、自分な
りに具体的にイメージして理解しようとしている
・現在の自分自身を振り返り、自らの行動や考えを見直して
いることがうかがえる部分に着目している
・道徳的な問題に対して自己の取り得る行動と他者と議論
する中で、道徳的価値の理解をさらに深めている
・道徳的価値の実現することの難しさを自分のこととして
捉え、考えようとしている

道徳科の授業で大切にしたいこと
【道徳科の評価】



指導の明確な意図をもって、学習指導過程
や指導方法の計画を立て、期待する学習の姿
を具体的に想定することが重要

道徳科の授業で大切にしたいこと

子どもたちの評価ができる
道徳科の授業を目指すことが大切



○ 道徳科のねらいを踏まえ、道徳科の授業で
子どもたちに何について考えさせ、何に気付
かせたいのか、指導の明確な意図をもつこと。
○ 学習指導過程や指導方法、教材・教具
の工夫は目的ではなく、手段であることを再
確認すること。

道徳科の授業で大切にしたいこと


